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2 議 事 

(1 )  経済財政諮問会議の 審議状況について 

(2)  社会保険庁の 在り方に関する 有識者会議の 最終報告について 

(3)  医療保険制度改革における 政管健保に関する 議論の状況について 

(4)  船員保険特別会計の 平成 1 7 年度予算について 

(5)  船員職業安定法の 改正等の概要について 

(6)  その他 

3 閉 会 
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士 口 ' Jll 羊 

l 各特別会計の 改革案について 

  関係麻雀より、 将来収支 ( キャッシュフ ロ 一 ) の試算を含めた 改革案 

鮭 1) が提示されたことで、 改革の将来像が 数値で確認された。 これ 
は 、 " 予算管理のイノベーション。 であ り、 高く評価したい。 

  関係麻雀 は、 引き続き、 将来収支試算の 取組を継続するとともにこれ 

を 改善し、 今後、 F 年次報告書 山健 2) に記載することが 必要であ る。 

  関係 府 省及び財務省は、 今後の予算編成に 当たって、 今回の将来収支 
試算を、 各特別会計の 性格に応じて 活用することが 必要であ る。 

注 1: 各府 省の改革案、 試算結果㎝ 添 l,m) 及びその双提は 経済財政諮問会議ホームページに 掲載。 

注 2 丁年次報告書』は、 17 年度未を目途に 試行的に公表し、 18 年度から実施すべきであ る。 

2 今後の特別会計の 改革について 

・ 特別会計は、 歳出総額約 4 1 2, 兆円、 一般会計からの 繰入額約 48 兆 

円 に及ぶ巨額な 予算であ る。 今回の改革案を 契機にして、 特別会計と 
しての区分経理の 必要性、 各事務事業の 見直しにまで 踏み込んで不断 
の改革を進めるべきであ る。 

  また、 国民への説明責任として、 各特別会計は、 その性格に応じて、 

歳出額と一般会計からの 繰入額 は ついて、 数値目標を示して 改革を進 
める必要があ る。 

  特別会計の抜本改革のためには、 今後、 各特別会計の 有する独自財源 
のあ り方についても 見直すべきであ る。 

以上を踏まえ、 特別会計改革の 今後の方向や 成果について、 引き続き、 経 
済 財政諮問会議で 検討していくこととしたい。 
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